
 

 

［成 果 情 報 名］ 植物成育を監視しながら給液量を自動調節できる遠隔給液制御システム 

［要 約］ 簡易な散乱光センサに基づく作物群落内外の光量差で葉面積と天候を検知

することにより高糖度トマトの低段密植栽培における過不足の少ない培養

液の給液管理が可能であり、本機構に基づき遠隔制御機能を付与した自動

給液制御システムが実用化された。 
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［背景・ねらい］ 

 最近県内では良食味で付加価値の高い高糖度トマトの低段密植養液栽培が増加している。

果実糖度を上昇させるためには高度な熟練を要する養水分の給液管理が不可欠であり、気

象条件の急変や一瞬の管理判断ミスにより著しい減収や品質の低下を招く危険性がある。 

そこで、簡易な散乱光センサを用いてトマト株の葉面積と天候を監視して必要な養水分

を自動的に給液でき、IT 活用による遠隔制御機能を持つ給液制御システムを開発する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１ 光センサチップと直達光を防ぐ遮光枠で構成される散乱光センサは、北方向からの散

乱光のみを受光するもので（図１）、光量変動の激しいトマトの株内でも安定的に光

量を評価できる。散乱光センサを作物群落内及び群落上の２カ所に設置し、その光量

差（ΔP）を指標として植物体の葉面積と天候（日射量）を評価する。給液はΔP を積

算し、その積算値（ΣΔP）が給液設定値以上になると、所定時間だけ給液ポンプが

稼働する仕組みとなっており、この動作を給液制御時間帯で繰り返し行う。 

２ 本制御システムおける栽培時の給液量は、トマトの葉面積が大きくなるほど、また曇・

雨天日に比べ日射量の多い晴天日ほど増加し（図２）、蒸散量に応じた給液制御が可

能である。給液条件の変更により、給液量（制御時間帯、1 回の給液量、タイミング）

の変更が可能であり、高糖度トマトの安定生産に寄与できる（図３）。 

３ 本制御システムでは気象の急変など不測事態に対応するため、携帯端末（スマートフ

ォン、パソコン等）により遠隔地から給液状況の把握や各種制御設定値の変更ができ

る遠隔監視・制御機能を有する（図４）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１ 本制御システムは、県内企業（静岡市清水区）により商品化され（標準価格：約 20

万円）、これまでに県外を含む高糖度トマト生産者等８戸に約 30 台が導入されている

（平成 23 年 11 月現在）。 

２ 高糖度トマトや普通トマトの低段密植養液栽培（１～４段摘心）における給液制御が

可能である。 

３ 給液制御に必要な給液時間帯などの各種給液設定条件は、生産現場の温室条件やトマ

トの成育状況を考慮して決定する必要がある。 

 
 
 
 
 



 

 

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他］ 
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高糖度トマト

図１ トマト生産用に開発した散乱光センサと給液制御の仕組み 
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図２ 給液制御システムによる給液状況 図３ 給液制御システムによるトマト
の収量、糖度（対照：布センサ） 

図４ 実用化された遠隔制御機能付き自動給液制御システム 
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